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●新年のあいさつ
●定例会議報告
●委員会レポート
●一般質問は10人が登壇
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新
春
を
迎
え
、
町
民
の
皆
さ

ま
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
穏
や

か
に
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と
と

心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま

す
。
旧
年
中
は
葉
山
町
議
会
の

活
動
に
温
か
い
ご
理
解
と
ご
協

力
を
賜
り
、
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。
本
年
も
町
民
の
皆
さ

ま
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
よ
り

良
い
町
政
の
実
現
に
向
け
て
全

力
で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま

す
。

  

通
年
議
会

　
令
和
7
年
よ
り
、葉
山
町
議
会

で
は
「
通
年
議
会
」
を
試
行
し
ま

し
た
。そ
し
て
議
会
機
能
の
強
化

や
議
会
運
営
の
充
実
・
活
性
化

を
図
り
、議
会
が
主
体
的
か
つ
機

動
的
に
活
動
で
き
る
よ
う
、令
和

8
年
以
降
も
定
例
会
の
会
期
を

通
年
と
す
る
こ
と
か
ら
、新
た
に

定
例
会
の
回
数
を
定
め
る
条
例

を
制
定
し
ま
し
た
。町
民
の
皆
さ

ま
の
声
に
迅
速
に
応
え
て
い
く

こ
と
を
目
指
し
、100
年
先
の
葉
山

の
姿
を
見
据
え
、持
続
可
能
な
地

域
社
会
の
構
築
、福
祉
や
教
育
の

充
実
、
防
災
力
の
強
化
、
脱
炭
素

社
会
へ
の
移
行
な
ど
、未
来
に
向

け
た
取
り
組
み
は
多
岐
に
わ
た

り
ま
す
。町
民
の
皆
さ
ま
の
暮
ら

し
を
守
り
、
次
の
世
代
に
よ
り

良
い
環
境
を
引
き
継
ぐ
た
め
、

町
議
会
と
し
て
政
策
の
検
証
と

提
案
を
重
ね
て
ま
い
り
ま
す
。

  

デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク

　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
は
、
葉

山
町
ゆ
か
り
の
選
手
で
エ
ア
ラ

イ
フ
ル
に
初
出
場
し
た
選
手
、

そ
し
て
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
見
事

に
金
メ
ダ
ル
を
獲
得
し
た
選
手

が
素
晴
ら
し
い
活
躍
を
い
た
し

ま
し
た
。
挑
戦
し
続
け
る
姿
勢

と
、
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
に
よ
っ
て

掴
み
取
ら
れ
た
成
果
は
、
多
く

の
町
民
に
勇
気
と
感
動
を
届
け

て
く
れ
ま
し
た
。

　
多
様
性
を
尊
重
し
、
誰
も
が

活
躍
で
き
る
社
会
を
実
現
し
て

い
く
う
え
で
、
こ
の
成
果
が
持

つ
意
味
は
大
き
く
、
心
よ
り
敬

意
を
表
す
る
と
と
も
に
、
今
後

の
更
な
る
ご
活
躍
を
期
待
し
て

お
り
ま
す
。
ま
た
、
こ
の
機
運

に
よ
り
町
独
自
の
手
話
言
語
条

例
制
定
を
望
み
ま
す
。

議
員
研
修
会

　
毎
年
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
も

公
開
し
て
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

令
和
７
年
度
は
「
深
海
調
査
か

ら
わ
か
る
こ
と
」
と
題
し
「
し

ん
か
い
６
５
０
０
」
の
パ
イ

ロ
ッ
ト
に
お
越
し
い
た
だ
き
、

い
ま
だ
未
知
の
領
域
が
多
い
深

海
に
ス
ポ
ッ
ト
を
あ
て
、
地
球

環
境
に
つ
い
て
認
識
を
深
め
る

学
び
の
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
未
知
の
世
界
に
挑
む
技
術
と

探
究
心
は
、
地
域
の
未
来
を
切

り
開
く
姿
勢
と
も
通
じ
る
も
の

が
あ
り
、
議
会
活
動
に
お
い
て

も
大
き
な
示
唆
を
得
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。｢

よ
こ
す
か
」
の

後
継
船
と
な
る
新
た
な
母
船
に

つ
い
て
は
「
し
ん
か
い
６
５
０

０
」
等
の
各
種
探
査
機
を
効
率

的
か
つ
効
果
的
に
運
用
す
る
た

め
に
必
要
と
な
る
も
の
で
あ

り
、
国
の
令
和
8
年
度
概
算
要

求
に
お
い
て
設
計
費
を
計
上
し

て
い
る
と
の
こ
と
で
す
。
我
が

国
の
深
海
探
査
の
充
実
に
繋
が

れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　
令
和
8
年
度
も
ワ
ク
ワ
ク
す

る
学
び
を
得
ら
れ
る
よ
う
な
議

員
研
修
会
を
開
催
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

　
結
び
に
、
町
民
の
皆
さ
ま
に

と
り
ま
し
て
本
年
が
健
康
で
実

り
多
い
一
年
と
な
り
ま
す
こ
と

を
心
よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し

て
、
新
春
の
ご
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　
　
　
　

議
長
　
土
佐
洋
子
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年
の
あ
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手話でのあいさつ
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委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
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表
決
結
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一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

新たな年に
　　  向けて

で
き
る
だ
け
多
く
の
方
た
ち
と

お
話
し
、
町
民
と
の
協
働
を
目

指
し
ま
す
。

葉
山
町
鳥
獣
被
害
防
止
計
画
の

改
正
の
年
、
国
や
県
の
支
援
を

受
け
、
鳥
獣
対
策
に
尽
力
し
た

い
。

３
期
目
の
集
大
成
。
子
ど
も
ま

ん
中
を
軸
に
町
の
未
来
を
守
り

育
み
、
責
任
感
と
行
動
力
で
挑

み
ま
す
。

人
口
減
少
に
よ
る
町
民
生
活
や

町
行
政
ヘ
の
影
響
に
つ
い
て
、

み
ん
な
と
考
え
議
論
す
る
年
に

し
た
い
。

適
正
な
予
算
執
行
を
見
極
め
る

力
、
町
民
ニ
ー
ズ
を
反
映
す
る

鋭
い
質
問
力
を
磨
き
ま
す
。

災
害
対
策
を
中
心
に
学
び
を
深

め
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
町
づ

く
り
に
生
か
し
ま
す
。

前
例
よ
り
根
拠
を
、
答
え
を
疑

い
問
い
を
深
め
、
覚
悟
あ
る
決

断
で
町
の
未
来
に
向
き
合
い
続

け
ま
す
。

町
政
の
課
題
は
、
山
積
！

次
の
100
年
に
向
け
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り

に
全
力
投
球
！

今
年
も
議
員
の
責
務
を
果
た
し
、
町
民
の
声
を

力
に
住
民
本
位
の
ま
ち
づ
く
り
を
着
実
に
進
め

ま
す
。

引
き
続
き
防
災
・
減
災
対
策
や
教
育
環
境
の
整

備
に
力
を
注
ぎ
、
各
種
補
助
事
業
の
拡
充
を
図

る
。

「
一
己
（
い
っ
こ
）
の
労
を
軽
ん
ず
る
は
終
身

の
憂
い
な
り
」
先
人
の
教
え
を
大
切
に
本
年
も

努
め
ま
す
。

町
民
と
の
協
働
を
理
想
と
し
、

興
味
を
持
っ
て
も
ら
え
る
広
報

を
目
指
し
ま
す
。

　
土
佐
議
長
と
一
緒
に
他
自
治
体
や
研
修
に
伺
う
と
、
必
ず
と
い

う
く
ら
い
に
「
正
副
議
長
が
女
性
な
の
！！
」
と
、
声
を
か
け
ら
れ

ま
す
。
葉
山
で
は
女
性
の
正
副
議
長
は
４
度
目
。
全
国
に
女
性
の

パ
ワ
ー
を
知
っ
て
も
ら
い
た
い
で
す
。

副議長 窪田 美樹 三浦 大輝 星 加代子

笹本 貢史 中村 和雄 石岡 実成

山田 由美 金崎 ひさ 荒井 直彦

笠原 俊一 待寺 真司 近藤 昇一 伊東 圭介
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問

問
答

答

日勤警防係を新設するとのことだが、夜間の
体制はどうするのか。
当面は日勤帯だけ３隊で運用する。
基準の充足率は？
国の基準はかなり高く、類似団体、近隣市で
充足している自治体は見当たらない。
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あ
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会議報告
葉葉山町職員定数条例の一部部を改正する
条条例
葉山町職員定数条例の一部を改正する
条例

　消防本部の職員定数を55人から58人に改める

　林野火災注意報等の発令等によって林野火災予
防の実効性を高めるための改正

　一般職の期末手当等の支給率の改正を勘案し、町
長、副町長、教育長の支給率の改正を行うため

消防隊の訓練の様子

葉山町特別職の職員の給与与等に関する
条例の一部を改正する条例例
葉山町特別職の職員の給与等に関する
条例の一部を改正する条例

反対討論
　特別職の報酬は、人事院勧告に法的に連動する
ものでなく、特別職は自らの特権に厳しく臨むべ
きで、報酬決定は町の財政状況と職責に基づいて
決定されるべき。

葉葉山町議会の定例会に関する条例
　　　　　　　　　　　（委員会提案）
葉山町議会の定例会に関する条例
　　　　　　　　　　　（委員会提案）
　定例会の会期を通年とする通年議会制とするた
め、新たに定例会の回数を定める条例を制定

葉葉山町火災予防条例の一部を改正する
条条例
葉山町火災予防条例の一部を改正する
条例

　委員会では「発令の周知方法や期間には疑問が
残るが、林野火災は心配であり、条例改正によ
り、町民の意識向上になる」との意見が出され
ました。
　本会議で全会一致により可決しました。

　人事院勧告に伴う町の改正の動向を勘案し、議員
の期末手当の支給率を改めるため

賛成討論

葉山町議会の議員の報酬及及び費用弁償
等に関する条例の一部を改改正する条例
　　　　　　　　　　　　（議員提案）

葉山町議会の議員の報酬及び費用弁償
等に関する条例の一部を改正する条例
　　　　　　　　　　　　（議員提案）

反対討論
　議員報酬は、議会自らが決定する性質上、他の
報酬よりも客観的な根拠が厳しく求められる。法
的な正当性が担保されない慣例的な増額だ。

　議員は名誉職でなく、日常不断の活動が求めら
れている。過去２回の議員活動調査を基に、現行
報酬とした。若い世代が議会に参画するために
は、生活の補償が不可欠である。人事院勧告に合
わせた改定に異論があるなら基準を示すべき。

12月1日から12月16日までの
日程で、補正予算、条例改正、
陳情などを審査しました。

審査結果

委
員
会
レ
ポ
ー
ト
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新
年
の
あ
い
さ
つ

12月定例

不不動産鑑定評価委託料
公共用地取得に向けた
不動産鑑定評価委託料 30万円円30万円

町町道牛ケ谷・戸根山線
舗舗装復旧工事
町道牛ケ谷・戸根山線
舗装復旧工事 7997万円円7997万円

慰謝料請求事件慰謝料請求事件 11万円円11万円
　慰謝料請求事件に係る弁護士報酬等
※P17 町長行政報告参照

ふるさと納税管理業務委託託料ふるさと納税管理業務委託料1000万円円1000万円
　町へのふるさと納税が増えたため

認認可保育所等補助金認可保育所等補助金 240万円円240万円

　人事院勧告による給与・職員手当等の変動に伴
う更正増

神奈川県町村情報
システム共同事業負担金
神奈川県町村情報
システム共同事業負担金 42万円円42万円

　子ども・子育て支援金制度対応に伴う職員用給
与システム改修経費

　クリーンセンター再整備工事の完了に伴い、仮
復旧としていた舗装箇所の本復旧工事を行う

保育補助者雇上強化事業、保育所等における
ICT化推進等事業の経費の一部補助

職職員給与費職員給与費 １億1174万円円１億1174万円

補正予算

買収しない場所は、大丈夫なのか。
防災倉庫設置場所は町の所有なので問題はな
い。駐車場の部分は、土地の交換を地主と交
渉中である。

　学校再整備に伴う道路拡幅のため

「誰でも通園制度」の周知方法は。個別の
通知はどうか。
ホームページ、広報葉山等で行う。できる
限り伝えられる形をとりたい。
施設の安全面のチェック等は、どこが行う
のか。
町で実施する。

福祉文化会館ホールのリニニューアルに
向けた改修計画を策定
福祉文化会館ホールのリニューアルに
向けた改修計画を策定
　舞台照明・舞台音響設備改修基本計画策定、特
定天井現況調査

99万円99万円

町立葉山中学校



定
例
会
議
報
告

6議会だより 第163号 令和８年１月31日発行

●学校再整備について
●ウォーターPPPについて
●3団地下水道接続説明会について

所管事務調査

委員長　待寺真司教育民生

介護保険制度の抜本改善、大幅な処遇改善
を求める陳情書

　｢職員が集まらず、事業所が倒産し、介護離
職が増える｣｢介護保険制度創設から25年が経
過し、当時と状況は大きく異なり抜本的な改善
が必要｣との意見が出され、全会一致により採
択し、国に意見書を提出すべきとしました。

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・
介護の実現を求める陳情書

　｢夜勤労働で健康をそこなった経験がある。
夜勤交替制の労働環境に配慮した対応は必要」
「全国的に保健所設置自治体が減っている現状
を食い止める必要がある｣との意見が出され、
全会一致により採択し、国に意見書を提出すべ
きとしました。

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、
すべてのケア労働者の処遇改善につなげる
報酬10％以上の引き上げを求める陳情書

　「実際にボーナスが下がり、やる気が失せる
という声を聞いている」「処遇は全然改善されて
いない。特にパート労働者は最低賃金に近く、
このままでは人
材確保が難しい｣
との意見が出さ
れ、全会一致に
より採択し、国
に意見書を提出
すべきとしまし
た。

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出
を求める陳情

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書
の提出を求める陳情

　｢逆の意味の公私間格差がすでに生まれてお
り、今後の公立高校のあり方が心配だ」｢潜在的
には経済的理由が原因で選択肢を狭めている生
徒がいるかもしれない｣｢生徒が自由に学校を選
べて、夢を叶える選択ができる環境を整えるべ
き｣との意見が出され、全会一致により採択
し、国と県に意見書を提出すべきとしました。

＊一括審査としました。

委員長　伊東圭介議会運営

　各会派・議員から提案された７項目31点に
ついて継続して協議しました。

議会改革

　通年議会開始の令和７年５月から10月まで
の中間集計の報告をしました。

議員活動実態調査

　令和８年度の議会費については、前年度対比
256万円減の１億8381万円で予算要求するこ
とに決定しました。

令和８年度当初予算議会費
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新
年
の
あ
い
さ
つ

介護施設内の様子
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皆さまから寄せられた
　請願・陳情の審査等
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委員長　荒井直彦総務建設

　｢最低賃金が引き上げられても賃金を支払う
中小企業は厳しい経営となっている｣との意見
が出され、全会一致により採択し、国に対して
意見書を堤出することとしました。

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を
求める意見書」の採択を求める陳情書

　民間住宅地内に含まれる町有地の整理と、町
の財産としての管理運営を求めるものです。
　｢町は把握しており適切に対応している｣との
答弁があり、全会一致により採択しました。

町有地の不当占拠解消に係る陳情書

　｢陳情の趣旨は理解できる｣との意見でまとま
り、全会一致により趣旨了承としました。

歩道上への駐車防止および安全対策として
のポール・標識等の設置に関する陳情

 ｢陳情の扱いとしては願意が達成されている
が、諸課題を抱えているので議会として今後も
取り扱いすべき｣との意見が出され、全会一致
により採択しました。

株式会社三嘉を事業者とする有限会社新世
工業による下山口茅木山の大規模な造成工
事に関して、きちんとした住民説明会開催
を要請する陳情書

●地域防災計画の改定について
●防災行政無線再整備について
●第一次葉山町消防計画（案）について

所管事務調査

◆各取り組みの報告
●｢年末年始の休暇が長期にわたり、燃やすご
みが2週間も出せない状況になる｣という指
摘が委員からあり｢対応策を講じる｣との答弁
がありました。
●生ごみ収集量は、令和7年3月～10月までの
平均117トン/月でした。なお、燃やすごみ
は144トン/月でした。
●紙おむつ等の回収ボックスを、令和７年11
月から設置しました。

　逗子市との共同記者会見が急遽中止になった
経緯等について町長・副町長の出席を求め、説
明を受けました。

◆逗子市との協議
●市長、町長が協議し「逗子市に対し物価スラ
イドは求めない」｢逗子市の損害は代理人同士
で協議する」ことを確認しました。よって、
共同記者会見を予定しましたが、詳細が決
まっていなかったので、時期尚早との判断で
中止としました。
●委員からは「逗子市の損害について代理人を
立てることに疑義を感じる」との発言があり
ました。それに対し「工事の遅延にかかわら
ず、計画通り、逗子市が令和7年3月から生
ごみを葉山町に排出していれば生じなかった
金額があり、それを精査するための代理人
だ」との答弁がありました。

委員長　金崎ひさ
クリーンセンター再整備
に関する特別委員会

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果

一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

設置場所
ペット
衛　生

役　　場 98.75

55.90

5.25

159.90

242.10

22.05

38.90

303.05

340.85

77.95

44.15

462.95

79.70

61.05

1.20

141.95

南郷上ノ
山公園

資源回収
共同組合

合　　計

子ども 大　人
紙 お む つ

計

11月の収集状況 （単位：kg）

茅木山の造成工事



8

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果

一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

議会だより 第163号 令和８年１月31日発行

令和７年 葉山町議会 第２回定例会 12月定例会議　議員別賛否結果

○は賛成　　×は反対　　◎は提出者　　※議長に表決権はありません。可否同数のときのみ議長が決します。

葉山町特別職の職員の給与等に関する条例の
一部を改正する条例

葉山町議会の議員の報酬及び費用弁償等に関する条例の
一部を改正する条例

令和７年度葉山町一般会計補正予算（第６号） ○○
×
討
論
○○○○○○○○○○－

○○
×
討
論
○○○○○○○○○○－

○○○○○○○○○○
議
長
代
理
○○除

斥

○
討
論
○
×
討
論
○○○○○

○
討
論
○◎

○
討
論
○－

可決

可決

可決

採択

関連

記事

三
　
浦
星
笹
　
本

中
　
村

石
　
岡

山
　
田

金
　
崎

荒
　
井

笠
　
原

待
　
寺

窪
　
田

近
　
藤

伊
　
東

土
　
佐

結
　
果

議員氏名(議席順）

議案・決議・陳情等

議案
第50号

議案
第57号

議会議案
第7-16号

令和７年度葉山町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）

令和７年度葉山町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）

令和７年度葉山町介護保険特別会計補正予算（第２号）

令和７年度葉山町下水道事業会計補正予算（第２号）

葉山町職員定数条例の一部を改正する条例

葉山町一般職の職員の給与等に関する条例の一部を改正する条例

葉山町一般職の任期付職員の採用等に関する条例の一部を改正する条例 

　　

葉山町家庭的保育事業等の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

放課後児童健全育成事業の設備及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正する条例

葉山町火災予防条例の一部を改正する条例

固定資産評価審査委員会委員の選任について 

最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書

介護保険制度の抜本改善、大幅な処遇改善を求める意見書

　　

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める意見書

国に私学助成の拡充を求める意見書

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

可決

同意

可決

可決

可決

可決

可決

可決

－

－

－

－

P４

－

－

－

－

－

P４

－

P９

P９

P９

P９

P９

P９

議案
第51号

議案
第52号

議案
第53号

議案
第54号

議案
第55号

議会議案
第７-22号

議案
第56号

議案
第58号

議案
第59号

議案
第60号

議案
第61号

議案
第62号

議案
第63～65号

議会議案
第７-17号

議会議案
第７-20号

議会議案
第７-19号

議会議案
第７-18号

議会議案
第７-21号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事

葉山町特定教育・保育施設及び特定地域型保育事業の運営に関する基準を定める条例の一部を改正する
条例

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労働者の処遇改善につなげる報酬10％以上の
引き上げを求める意見書

陳情
第７-42号 町有地の不当占拠解消に係る陳情書

P５

P４

P４

P７

9 議会だより 第163号 令和８年１月31日発行 

※誌面の都合上、要約しています。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果

一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

葉山町議会の定例会に関する条例

介護保険制度の抜本改善、大幅な処遇改善を求める陳情書

　　

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の医療・介護の実現を求める陳情書

「最低賃金の改善と中小企業支援の拡充を求める意見書」の採択を求める陳情書

国に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

神奈川県に私学助成の拡充を求める意見書の提出を求める陳情

　　

歩道上への駐車防止および安全対策としてのポール・標識等の設置に関する陳情

可決

採択

採択

採択

採択

採択

採択

採択

趣旨了承

P４

P６

P６

P６

P７

P６

P６

P７

P７

議会議案
第７-23号

陳情
第７-32号

陳情
第７-33号

陳情
第７-34号

陳情
第７-35号

陳情
第７-37号

陳情
第７-38号

陳情
第７-39号

陳情
第７-41号

全 会 一 致 の 議 案 等 結果 関連記事

安全・安心の医療・介護提供体制を守るため、すべてのケア労働者の処遇改善につなげる報酬10%以上の
引き上げを求める陳情書

株式会社三嘉を事業者とする有限会社新世工業による下山口茅木山の大規模な造成工事に関して、きちん
とした住民説明会開催を要請する陳情書

意 見 書意 見 書
最低賃金の改善と中小企業支援の

拡充を求める意見書
　政府は、労働者の生活を支えるため、最低賃金
を抜本的に引き上げること。そのために、中小企
業への支援策を最大限拡充すること。

国へ 介護保険制度の抜本改善、大幅な
処遇改善を求める意見書

　利用料２割負担の対象拡大、ケアプランの有
料化、要介護１、２の保険給付はずし等の見直
しを行わないこと等４項目

国に私学助成の拡充を
求める意見書

　教育予算の大幅な増額が不可欠である。よっ
て、公私の学費格差をさらに改善し、私学助成の
一層の増額を要望する。

神奈川県に私学助成の拡充を
求める意見書

　神奈川県の経常費補助は、小学校と中学校は
国基準額に達しておらず、その全国順位は最下位
水準である。よって、私学助成の一層の拡充を要
望する。

安全・安心の医療・介護提供体制を
守るため、すべてのケア労働者の
処遇改善につなげる報酬10％以上の

引き上げを求める意見書
　10％以上の引き上げ改定に加え、25年度中に
全額公費による賃上げ支援策を実行すること。

夜勤規制と大幅増員で安全・安心の
医療・介護の実現を求める意見書

　新たな感染症や災害対策に備えるため、公
立・公的病院を拡充・強化し、保健所の増設な
ど公衆衛生行政の体制を拡充すること等４項目

国へ

国へ

国へ

国へ

県へ

議会だより162号 12ページを次のように訂正いたします。お詫びと訂正

皆さまには、大変ご迷惑をおかけしましたことをお詫び申し上げます。

【正】

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書を国に提出す
ることを求める陳情書 論

討
○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ － 採択陳情

第7-28号 P9

議案・決議・陳情等/議員氏名 待
寺～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～ ～

【誤】

選択的夫婦別姓制度の法制化を求める意見書を国に提出す
ることを求める陳情書 論

討
○
○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ － 採択陳情

第7-28号 P9

議案・決議・陳情等/議員氏名 待
寺～ ～ ～ ～ ～ ～ ～ ～～ ～ ～ ～ ～
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皆さんはどのテーマに関心がありますか？

一般質問は、答弁を含め、1人あたりの持ち時間は60分です。
掲載している内容は、質問者の原稿を基に広報常任委員会が編集校正したものです。
会議録は、議会ホームページのほか、議会事務局、図書館でもご覧いただけます。

町政を問う 　各議員の枠内右下にある
QRコードを読み取ると議
会本会議での一般質問の動
画を見ることができます。
また、過去に遡った質問動
画もご覧いただけます。

星
加
代
子

石
岡
実
成

ワ
ク
チ
ン
手
帳

問
　
６
月
に
提
出
さ
れ
た
学
校
再
編
計
画
に
つ
い
て
、

１
年
先
送
り
に
な
っ
た
訳
だ
が
、
教
育
委
員
会
と
し

て
の
基
本
的
な
ス
タ
ン
ス
は
。

教
育
部
長
　
基
本
的
な
路
線
は
維
持
し
た
上
で
、
よ

り
多
く
の
町
民
の
方
と
の
合
意
プ
ロ
セ
ス
を
追
求
し
、

納
得
の
い
く
事
業
に
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

問
　
計
画
を
１
年
先
送
り
に
し
た
町
長
の
意
図
や
想

い
を
改
め
て
伺
い
た
い
。

町
長
　
一
番
大
き
な
点
は
財
源
だ
。
赤
字
あ
り
き
の

財
政
計
画
に
簡
単
に
ゴ
ー
サ
イ
ン
を
出
す
訳
に
は
い

か
な
い
。
こ
れ
か
ら
財
政
課
を
中
心
に
丁
寧
な
議
論

を
重
ね
知
恵
と
工
夫
を
凝
ら
す
時
間
に
し
た
い
。

問
　
教
育
長
の
意
向
や
想
い
は
。

教
育
長
　
資
金
面
と
施
設
の
ハ
ー
ド
面
、
あ
る
い
は
、

こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育
と
し
て
の
ソ
フ
ト
面
と
、
精

査
す
べ
き
内
容
や
課
題
が
山
積
み
の
状
態
で
難
し
い

議会だより 第163号 令和８年１月31日発行

防
災・環
境・福
祉
の
連
携
で

ペ
ッ
ト
と
共
生
の
ま
ち
づ
く
り
を

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果

一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

問
　
環
境
フ
ェ
ス
の
ペ
ッ
ト
用
品
の
リ
ユ
ー
ス
が
好

評
だ
っ
た
。
今
後
の
継
続
は
。

町
長
　
リ
ユ
ー
ス
は
継
続
し
、
循
環
型
の
取
り
組
み

と
し
て
定
着
を
図
っ
て
い
く
。

問
　
ペ
ッ
ト
を
テ
ー
マ
に
し
た
葉
山
ら
し
い
イ
ベ
ン

ト
を
提
案
す
る
。
環
境
・
防
災
・
福
祉
な
ど
各
部
署

が
連
携
し
、
ペ
ッ
ト
と
共
に
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
進
め
て
は
ど
う
か
。

町
長
　
動
物
愛
護
、
マ
ナ
ー
向
上
、
ペ
ッ
ト
の
災
害

時
の
対
応
等
、
関
係
部
署
や
民
間
団
体
と
も
連
携
し

な
が
ら
啓
発
の
場
を
設
け
て
い
く
。

問
　
さ
ま
ざ
ま
な
ワ
ク
チ
ン
が
あ
り
、
接
種
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
が
複
雑
だ
。
ワ
ク
チ
ン
手
帳
の
導
入
を
。

福
祉
部
長
　
健
康
手
帳
に
挟
め
る
よ
う
な
記
録
用
紙

の
作
成
や
自
己
管
理
支
援
を
検
討
し
て
い
く
。

教
育
部
長
　
　
　

基
本
路
線
は
維
持
し

　
納
得
の
い
く
事
業
に
し
た
い

学
校
再
編
に
お
け
る

教
育
委
員
会
の
基
本
ス
タ
ン
ス
は

町
長動

物
愛
護
や
マ
ナ
ー
向
上
、

　
災
害
時
の
対
応
な
ど
、
連
携
を
図
る

11

P.10P.10P.12P.12P.12P.14P.14P.14P.16P.16

近藤昇一 窪田美樹 石岡実成 星 加代子中村和雄荒井直彦 金崎ひさ山田由美 笹本貢史三浦大輝

手
話
の
普
及
活
動

子
ど
も
た
ち
の
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用

交
通
不
便
地
域
の
対
策

局
面
な
の
は
間
違
い
な
い
。
そ
の
中
で
、
町
部
局
と

も
連
携
し
、
よ
り
多
く
の
合
意
形
成
を
図
り
、
時
限

に
固
執
せ
ず
に
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
き
た
い
。

問
　
自
治
会
の
存
続
が
、
こ
れ
か
ら
の
ま
ち
づ
く
り

に
は
欠
か
せ
な
い
。
そ
の
た
め
に
も
、
Ｄ
Ｘ
化
に
向

け
た
サ
ポ
ー
ト
体
制
や
イ
ベ
ン
ト
等
の
事
業
費
支
援

な
ど
、
よ
り
関
わ
り
を
強
化
し
て
ほ
し
い
が
。

政
策
財
政
部
長
　
他
自
治
体
の
事
例
紹
介
は
あ
り
が

た
い
。
電
子
回
覧
板
に
つ
い
て
は
、
ち
ょ
う
ど
試
験

的
な
試
み
を
進
行
中
だ
。
示
さ
れ
た
案
を
含
め
、
改

め
て
調
査
・
研
究
し
て
い
き
た
い
。

問
　
機
構
改
革
の
進
捗
度
は
。

政
策
財
政
部
長
　
町
長
か
ら
の
指
示
を
受
け
、
既
に

部
長
級
職
員
で
一
定
の
協
議
を
重
ね
て
い
る
。
ま
た
、

課
長
級
以
下
、
一
般
職
員
か
ら
の
意
見
も
集
約
し
新

た
な
組
織
編
成
に
向
け
て
準
備
中
だ
。

自
治
会（
町
内
会
）へ
の
サ
ポ
ー
ト
体
制

機
構
改
革
の
進
捗

自作のプレゼン資料

環境フェスに寄せられたペット用品・ペットフード

議会だより 第163号 令和８年１月31日発行 

ペ
ッ
ト
と
の
共
生

学
校
再
編
計
画

外
出
支
援

無
電
柱
化

小
中
一
貫
校

遺
贈
寄
附

堀
内
会
館

健
康
遊
具

防
災
協
定

財
政

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果

一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ

問
　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
利
用
が
低
年
齢
化
し
て
い
る
。

ト
ラ
ブ
ル
防
止
の
た
め
、
ス
マ
ホ
利
用
時
間
の
管
理

と
安
全
確
保
を
行
え
る
よ
う
啓
発
の
充
実
を
。

教
育
長
　
各
学
校
で
は
授
業
の
中
で
情
報
モ
ラ
ル
教

育
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
通
信
事
業
者
の
講
座

を
活
用
し
て
い
る
学
校
も
あ
る
。
今
後
も
児
童
生
徒

が
主
体
的
に
考
え
る
授
業
の
実
施
に
努
め
る
。

問
　
デ
フ
リ
ン
ピ
ッ
ク
を
契
機
と
し
た
手
話
普
及
の

今
後
の
方
針
は
。

福
祉
部
長
　
広
報
や
体
験
機
会
を
通
じ
、
手
話
へ
の

理
解
と
関
心
を
高
め
て
い
く
。

問
　
は
や
ま
る
タ
ク
シ
ー
の
利
用
促
進
は
。

政
策
財
政
部
長
　
乗
降
ポ
イ
ン
ト
の
拡
充
や
制
度
の

周
知
を
進
め
、
一
層
の
利
用
促
進
に
つ
な
げ
る
。

そ
の
他
の
質
問
　
若
者
・
大
人
の
居
場
所
づ
く
り
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問
　
無
電
柱
化
事
業
の
進
捗
は
。

都
市
経
済
部
長
　
県
無
電
柱
化
推
進
計
画
の
令
和
８

年
度
改
定
を
目
指
し
、
各
自
治
体
と
推
進
協
議
会
を

実
施
中
だ
。
国
道
の
町
役
場
入
口
か
ら
葉
山
小
学
校

ま
で
の
箇
所
採
択
に
、
消
防
署
か
ら
町
役
場
へ
至
る

町
道
を
加
え
る
こ
と
で
、
ト
ー
タ
ル
で
の
防
災
力
向

上
の
目
標
に
着
実
に
進
ん
で
い
る
。

問
　
調
査
費
の
当
初
予
算
計
上
は
。
補
正
も
あ
る
か
。

都
市
経
済
部
長
　
当
初
予
算
は
厳
し
い
が
、
補
正
に

つ
い
て
検
討
し
て
い
き
た
い
。
　

問
　
社
会
資
本
整
備
交
付
金
を
得
る
た
め
の
申
請
は
。

都
市
経
済
部
長
　
工
法
、
設
計
に
基
づ
い
た
協
議
、

事
業
費
が
ま
と
ま
り
交
付
要
領
に
合
致
次
第
行
う
。

　
　

問
　「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
、
孤
独
死
予
防
対
策
の

福
祉
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
拡
張
す
る
考
え
は
。

笹
本
貢
史

金
崎
ひ
さ

窪
田
美
樹

都
市
経
済
部
長

推
進
計
画
改
定
を
目
指
し
、

　
各
自
治
体
と
協
議
会
を
実
施
中
だ

孤
独
死
予
防
対
策
の
拡
張

問
　
上
山
口
木
古
庭
地
域
は
高
齢
化
率
が
40
％
を
超

え
た
。
は
や
ま
る
タ
ク
シ
ー
も
対
象
地
域
外
。
外
出

支
援
に
お
で
タ
ク
利
用
券
を
増
や
す
等
の
対
応
を
。

福
祉
部
長
　
必
要
な
施
策
を
考
え
結
論
を
出
し
た
い
。

問
　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
に
終
活
に
関
す
る
相

談
が
多
い
と
聞
く
。
横
須
賀
市
で
は
「
終
活
登
録
事

業
（
生
前
は
安
否
確
認
、
死
後
は
本
人
希
望
通
り
の

葬
儀
を
行
い
市
が
確
認
す
る
）」
が
あ
る
。
検
討
は
。

福
祉
部
長
　
終
活
セ
ミ
ナ
ー
の
実
施
等
、
終
活
の
必

要
性
を
知
っ
て
も
ら
い
、
必
要
な
相
談
を
受
け
た
い
。

問

援
助
項
目
に
卒
業
ア
ル
バ
ム
や
眼
鏡
購
入
、
ネ

ッ
ト
通
信
費
等
含
む
自
治
体
が
あ
る
。
内
容
拡
充
は
。

教
育
部
長
　
制
度
に
は
な
い
形
で
対
象
者
を
広
げ
て

い
る
メ
ニ
ュ
ー
も
あ
り
、
総
合
的
に
考
え
て
い
く
。

問

文
科
省
か
ら
保
護
者
負
担
軽
減
と
し
て
算
数
セ

福
祉
部
長

必
要
な
施
策
を
考
え
結
論
を

　
出
し
た
い

就
学
援
助
拡
充

問
　
施
設
一
体
型
の
小
中
一
貫
校
計
画
を
１
年
延
ば

し
た
が
、
そ
の
間
、
何
を
検
討
す
る
の
か
。

町
長

196
億
円
の
建
設
費
に
見
合
う
活
用
方
法
を
町

民
が
納
得
で
き
る
よ
う
考
え
る
期
間
と
す
る
。

問
　
南
郷
中
学
校
区
を
先
行
す
る
の
で
は
。

教
育
部
長
　
そ
の
よ
う
に
説
明
し
た
こ
と
は
な
い
。

問
　
上
山
口
小
学
校
は
残
す
と
の
こ
と
だ
が
、
上
小

を
卒
業
し
た
後
、
小
中
一
貫
校
の
途
中
か
ら
入
る
の

は
非
常
に
不
安
だ
。
ま
ず
は
上
小
を
施
設
一
体
型
の

小
中
一
貫
校
に
し
、
ヤ
シ
の
実
も
含
め
て
イ
ン
ク

ル
ー
シ
ブ
教
育
を
実
践
し
て
は
い
か
が
か
。

教
育
部
長
　
そ
の
よ
う
な
発
想
は
な
か
っ
た
。
　
　

問
　
防
災
機
能
を
組
み
込
む
こ
と
に
よ
る
補
助
は
。

教
育
部
長
　
確
認
し
た
が
、
難
し
い
。

問
　
学
校
建
設
等
の
寄
附
メ
ニ
ュ
ー
を
作
っ
て
は
。

町
長
　
ぜ
ひ
、
取
り
入
れ
た
い
。

教
育
部
長
　
　
　

　
教
育
委
員
会
の
発
想
に
は

　
な
か
っ
た

議会だより 第163号 令和８年１月31日発行

ひ
さ

無
電
柱
化
の
進
捗
は

上
山
口
木
古
庭
地
域
に
お
で

タ
ク
利
用
券
を
増
や
す
対
応
を

上
山
口
小
を
施
設
一
体
型
の

小
中
一
貫
校
に

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果

一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ
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小
中
一
貫
校
の
教
育
効
果
の
担
保

ッ
ト
や
彫
刻
刀
等
を
学
校
備
品
に
と
あ
り
、
検
討
は
。

教
育
部
長
　
備
品
管
理
等
難
し
い
。
研
究
を
続
け
る
。

問
　
災
害
時
、
昼
間
葉
山
に
い
る
中
学
生
が
と
て
も

頼
り
と
な
る
。
小
中
学
校
で
防
災
教
育
に
取
り
組
み
、

先
日
、
校
内
の
危
険
箇
所
探
し
や
、
救
命
救
急
等
を

学
ん
で
い
た
。
危
険
箇
所
は
改
善
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
部
長
　
報
告
を
受
け
次
第
対
応
し
た
い
。

問
　
不
妊
治
療
が
保
険
適
用
と
な
り
県
補
助
は
終
了

し
た
が
、
県
は
不
妊
治
療
助
成
自
治
体
に
補
助
を
実

施
し
て
い
る
。
自
治
体
が
助
成
事
業
を
実
施
し
て
い

な
い
と
補
助
さ
れ
な
い
が
、
町
の
検
討
状
況
は
。

福
祉
部
長
　
県
補
助
は
３
カ
年
の
２
０
２
７
年
ま
で
、

以
降
は
不
透
明
だ
。
必
要
に
応
じ
検
討
を
進
め
る
。

問

20
自
治
体
は
県
補
助
以
前
か
ら
、
近
年
３
自
治

体
が
助
成
を
始
め
た
。
治
療
は
費
用
面
だ
け
で
な
く

精
神
的
負
担
も
大
き
い
。
不
育
治
療
も
含
め
検
討
を
。

町
長
　
制
度
の
研
究
中
だ
が
、
前
向
き
に
検
討
す
る
。

不
妊
治
療
・
不
育
治
療
助
成

問
　
法
定
外
目
的
税
の
別
荘
税
を
導
入
し
て
は
。

総
務
部
長
　
具
体
的
検
討
は
足
踏
み
状
態
だ
。

問
　
ふ
る
さ
と
納
税
は
通
信
販
売
化
し
て
い
る
。
国

に
見
直
し
の
要
望
は
し
て
い
る
の
か
。

町
長
　
県
内
の
町
村
長
同
士
で
は
話
し
合
っ
て
い
る
。

問
　
ま
ち
づ
く
り
条
例
で
の
道
路
拡
幅
指
導
は
甘

い
。
狭
隘
道
路
を
解
消
す
る
気
持
ち
は
あ
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長
　
狭
隘
道
路
拡
幅
整
備
事
業
と
コ
ラ

ボ
し
て
何
と
か
な
ら
な
い
か
と
議
論
を
し
て
い
る
。

問
　
富
士
山
等
噴
火
の
備
え
に
つ
い
て
は
。

総
務
部
長
　
地
域
防
災
計
画
に
新
た
に
章
立
て
を
し

て
、
火
山
噴
火
の
対
応
を
具
体
的
に
記
載
す
る
。

問
　
原
子
力
事
故
で
の
町
民
の
取
る
べ
き
対
応
は
。

総
務
部
長
　
自
宅
で
閉
め
切
っ
た
形
で
の
避
難
だ
。

問
　
初
期
消
火
に
は
街
頭
消
火
器
が
大
切
だ
が
。

消
防
長

376
基
あ
る
が
、
少
な
く
す
る
予
定
だ
。

歳
　
入

減少させるのか、街頭消火器

無電柱化された国道361号線

町も不妊治療助成を
（県ホームページより）

防
　
災
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福
祉
部
長
　「
ふ
れ
あ
い
収
集
」
を
核
と
す
る
の
は

難
し
い
が
、
様
々
な
ア
イ
テ
ム
を
活
用
し
見
守
り
を

行
っ
て
い
る
。

町
長
　
ク
リ
ー
ン
セ
ン
タ
ー
の
メ
ン
バ
ー
は
、
安
否

確
認
の
最
前
線
に
い
る
こ
と
を
強
く
自
覚
し
て
く
れ

て
い
る
。
残
念
な
が
ら
亡
く
な
っ
て
い
る
ケ
ー
ス
で

も
早
期
に
発
見
が
で
き
た
ら
、
と
い
う
思
い
は
あ
る
。

さ
ら
に
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
、
対
策
に
努
め
た
い
。

　
　

問

196
億
円
の
建
設
費
に
見
合
う
９
年
間
を
通
じ
た

人
間
的
な
発
達
成
長
、
教
育
効
果
と
教
育
戦
略
は
。

教
育
部
長
　
多
額
の
費
用
が
か
か
り
、
施
設
を
使
い

倒
せ
る
よ
う
最
大
限
の
努
力
を
す
る
。
教
員
交
流
が

盛
ん
に
な
り
、
系
統
的
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
組
む
こ
と

に
意
欲
的
に
な
っ
た
と
い
う
効
果
が
み
ら
れ
る
。
フ

リ
ー
ス
ク
ー
ル
等
支
援
教
育
体
制
と
公
立
学
校
の
つ

な
が
り
や
、
地
域
で
学
び
を
支
え
る
観
点
で
、
様
々

な
人
と
対
話
す
る
こ
と
が
非
常
に
大
事
だ
。

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果

一
般
質
問

各
種
報
告

新
年
の
あ
い
さ
つ



問
　
堀
内
会
館
の
建
替
え
方
針
は
、
公
共
施
設
等
将

来
構
想
で
耐
震
診
断
す
ら
実
施
さ
れ
ず
、
劣
化
状
況

や
修
繕
履
歴
も
十
分
に
示
さ
れ
な
い
ま
ま
決
定
さ
れ

た
。
改
修
と
建
替
え
の
比
較
検
討
も
な
く
、
な
ぜ
建

替
え
な
の
か
。
町
民
に
納
得
で
き
る
説
明
が
な
い
。

町
長

50
年
経
過
し
て
い
る
建
物
で
、
エ
ア
コ
ン
が

な
い
、
網
戸
も
壊
れ
て
い
る
状
態
で
地
域
の
憩
い
の

場
と
し
て
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る
。

問
　
一
色
会
館
の
老
朽
化
は
外
観
か
ら
も
確
認
で
き

る
。
代
替
え
施
設
と
し
て
、
旧
役
場
跡
地
へ
の
施
設

建
設
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

町
長
　
次
の
ス
テ
ッ
プ
の
公
共
施
設
で
確
実
に
あ
の

地
域
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
る
場
所
と
考
え
る
。

問
　
公
共
施
設
等
将
来
構
想
で
、
長
柄
地
域
に
集
会

施
設
や
公
園
が
少
な
い
と
課
題
提
起
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
解
決
に
向
け
た
方
針
は
示
さ
れ
て
な
い
が
。
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公
園
に
高
齢
者
用
の

健
康
遊
具
を
設
置
し
な
い
か

堀
内
会
館
建
替
え
最
優
先
の

根
拠
が
不
十
分
で
は

遺
贈
寄
附
の
周
知
は

近
藤
昇
一

中
村
和
雄

町
長地

域
で
頻
繁
に
使
わ
れ
て
い
る

問
　
終
活
と
同
様
に
、
遺
贈
寄
附
へ
の
関
心
が
高

ま
っ
て
い
る
。
町
民
へ
の
周
知
は
。

政
策
財
政
部
長
　
町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
始
め
た
。

問
　
道
路
拡
幅
や
防
火
帯
の
設
置
な
ど
、
大
災
害
に

備
え
て
準
備
す
る
べ
き
だ
が
、
土
地
の
寄
附
と
い
う

観
点
か
ら
、
遺
贈
寄
附
を
活
用
す
る
考
え
は
。

政
策
財
政
部
長
　
検
討
し
て
い
く
こ
と
は
可
能
だ
。

  問
　
ブ
ロ
ッ
ク
塀
の
新
設
は
禁
止
す
る
よ
う
、
ま
ち

づ
く
り
条
例
を
改
正
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
危
険
ブ
ロ
ッ
ク
は
198
カ
所
あ
り
、

改
修
率
は
30
％
弱
だ
。
新
設
イ
コ
ー
ル
危
険
で
は
な

い
の
で
、
禁
止
は
考
え
て
い
な
い
。

問
　
特
定
開
発
の
面
積
を
千
㎡
か
ら
800
㎡
に
し
て
は

ど
う
か
。
700
㎡
で
も
600
㎡
で
も
よ
い
。
規
制
を
厳
し

く
す
る
方
向
に
変
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

ま
ち
づ
く
り
条
例
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都
市
経
済
部
長

希
望
が
あ
れ
ば
増
や
す
こ
と
を

　
考
え
た
い

問
　
高
齢
者
用
健
康
遊
具
の
公
園
設
置
を
。

都
市
経
済
部
長
　
町
内
60
公
園
中
13
公
園
に
設
置
し

て
い
る
。
希
望
が
あ
れ
ば
増
や
す
こ
と
を
考
え
た
い
。

イ
ン
ク
ル
ー
シ
ブ
遊
具
を
設
置
し
て
い
る
南
郷
上
ノ

山
公
園
で
の
設
置
に
つ
い
て
は
検
討
す
る
。

問
　
堀
内
会
館
の
建
替
え
に
あ
た
り
、
津
波
の
避
難

所
と
し
て
の
機
能
を
持
た
せ
る
べ
き
と
思
う
が
。

政
策
財
政
部
長
　
建
替
え
に
つ
い
て
は
町
民
の
意
見

を
聴
取
し
て
報
告
書
を
作
成
し
て
き
た
。
慎
重
に
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

問
　
建
設
費
の
高
騰
と
子
ど
も
の
急
激
な
減
少
を
考

え
る
と
、
財
政
縮
小
が
見
込
ま
れ
る
中
、
小
中
一
貫

校
は
葉
中
学
区
に
１
校
し
か
造
れ
な
い
と
考
え
る
。

当
分
の
間
、
長
柄
小
と
上
山
口
小
を
１
年
生
か
ら
４

年
生
ま
で
の
教
育
の
場
と
し
て
残
す
の
は
ど
う
か
。

こ
れ
か
ら
の
公
共
施
設
整
備
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員
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政
策
財
政
部
長
　

町
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
始
め
た

山
田
由
美

町
長
　
議
論
を
重
ね
た
が
答
え
が
出
な
か
っ
た
。

　
　

問
　
ま
ち
づ
く
り
協
定
の
住
民
同
意
の
条
件
が
逗
子

市
で
は
66
％
、
葉
山
町
は
80
％
と
ハ
ー
ド
ル
が
高
く

な
っ
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長
　
種
々
課
題
は
あ
る
と
認
識
し
、
条

例
の
趣
旨
に
基
づ
く
仕
組
み
を
構
築
し
た
い
。

問
　
分
割
に
よ
る
条
例
逃
れ
や
、
一
連
性
判
断
の
不

透
明
さ
、
基
準
非
公
開
の
姿
勢
は
、
紛
争
を
防
ぐ
ど

こ
ろ
か
助
長
し
て
い
る
。
審
議
会
も
十
分
に
機
能
せ

ず
、
町
長
の
関
与
も
弱
い
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
が
。

都
市
経
済
部
長
　
課
題
と
し
て
認
識
し
て
い
る
の
で

し
っ
か
り
検
討
し
て
い
き
た
い
。

問
　
逗
子
市
の
条
例
は
関
係
住
民
、
事
業
者
、
市
長

が
必
要
と
認
め
る
場
合
は
、
議
会
に
対
し
て
賛
否
の

意
見
を
求
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
町
長
の
考
え
は
。

町
長
　
条
例
化
を
し
な
く
と
も
、
陳
情
等
で
の
議
会

の
意
思
を
尊
重
す
る
。
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都
市
経
済
部
長
　
課
題
だ
と
は
認
識
し
て
い
る
。

問
　
下
山
口
の
茅
木
山
の
開
発
で
、
山
に
向
か
っ
て

左
側
と
右
側
の
平
地
が
同
じ
所
有
者
に
な
っ
た
の
な

ら
、
一
体
の
開
発
と
み
な
す
べ
き
で
は
な
い
の
か
。

都
市
経
済
部
長
　
そ
れ
も
課
題
と
認
識
し
て
い
る
。

問
　
風
致
地
区
で
無
届
け
の
樹
木
伐
採
が
あ
っ
て
も
、

罰
金
ま
で
行
き
着
い
た
例
は
な
い
の
な
ら
、
茅
木
山

の
開
発
の
場
合
、
報
告
書
で
「
５
メ
ー
ト
ル
以
下
の

樹
木
ば
か
り
だ
っ
た
」
と
事
業
者
に
書
か
れ
た
ら
、

そ
れ
を
そ
の
ま
ま
認
め
る
の
か
。

都
市
経
済
部
長
　
そ
う
で
は
な
く
、
証
拠
が
な
け
れ

ば
、
５
メ
ー
ト
ル
以
上
あ
っ
た
と
み
な
す
。

  問
　
男
性
職
員
の
育
休
取
得
率
は
。
職
員
採
用
に
際

し
て
、
取
得
率
の
高
さ
は
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
。

総
務
部
長
　
令
和
７
年
度
現
在
、
80
％
だ
。

問
　
非
常
勤
職
員
の
育
休
取
得
状
況
は
。

総
務
部
長
　
現
段
階
で
は
取
得
者
は
い
な
い
。

町
職
員
の
育
休

箱根 仙石原公園の健康遊具

堀内会館

ま
ち
づ
く
り
・
開
発
問
題

下山口茅木山の開発地
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教
育
部
長
　
令
和
７
年
６
月
に
公
表
し
た
構
想
計
画

を
ベ
ー
ス
に
社
会
の
動
き
を
注
視
し
て
い
き
た
い
。

問
　
分
校
と
し
て
残
し
、
さ
ら
に
児
童
数
が
減
っ
た

段
階
で
統
合
す
れ
ば
、
施
設
計
画
に
ゆ
と
り
が
出
て

地
域
と
融
合
し
た
学
校
づ
く
り
が
で
き
る
の
で
は
。

町
長
　
な
る
べ
く
大
き
な
集
団
で
教
育
を
受
け
た
い

と
い
う
方
も
い
る
。
行
政
が
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
と

る
こ
と
で
は
な
い
と
感
じ
て
い
る
。

問
　
南
郷
上
ノ
山
公
園
の
管
理
棟
を
建
替
え
る
際
、

民
間
の
力
を
活
用
し
て
カ
フ
ェ
か
レ
ス
ト
ラ
ン
を
併

設
し
た
施
設
に
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
民
間
活
力
を
視
野
に
検
討
し
て
い

る
。

問
　
葉
桜
会
館
脇
の
通
路
の
デ
コ
ボ
コ
の
整
備
を
。

環
境
部
長
　
考
え
方
を
整
理
し
、
通
る
人
の
安
全
が

確
保
で
き
る
よ
う
対
応
し
た
い
。

葉
桜
児
童
館
脇
の
通
路

委
員
会
レ
ポ
ー
ト

定
例
会
議
報
告

表
決
結
果
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報
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つ
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他
市
町
村
と
の

防
災
協
定
締
結
の
推
進
は

問
　
町
の
将
来
人
口
推
計
を
も
と
に
し
た
政
策
効
果

を
織
り
込
ん
だ
「
目
標
人
口
」
の
設
定
も
必
要
で
は
。

町
長
　
冷
静
な
ト
レ
ン
ド
推
計
を
基
本
に
し
て
お
り
、

政
策
的
な
人
口
誘
導
の
価
値
に
は
疑
問
を
感
じ
る
。

葉
山
の
地
政
学
的
な
優
位
性
こ
そ
大
き
な
価
値
だ
。

問
　
町
税
収
入
に
依
存
す
る
本
町
の
財
政
構
造
で
、

人
口
減
少
は
税
収
減
少
に
直
結
す
る
が
、
認
識
は
。

町
長
　
短
期
的
に
は
今
す
ぐ
心
配
す
る
状
況
は
な
い
。

仮
に
将
来
地
価
が
下
が
っ
て
も
、
葉
山
を
好
ん
で
住

む
方
が
暮
ら
せ
る
場
所
に
な
る
と
の
見
方
も
で
き
る
。

問
　
税
収
確
保
の
観
点
か
ら
、
別
荘
税
の
導
入
は
。

町
長
　
現
状
考
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
方
向
に
あ
る
。

　
　

問
　
人
口
減
少
が
基
本
線
の
考
え
の
中
で
、
200
億
円

規
模
の
学
校
再
整
備
を
行
う
こ
と
へ
の
認
識
は
。

教
育
部
長
　
施
設
老
朽
化
か
ら
先
送
り
で
き
な
い
問

三
浦
大
輝

荒
井
直
彦

町
長考

え
な
け
れ
ば
い
け
な
い

　
方
向
に
あ
る

問
　「
地
震
を
知
っ
て
災
害
に
備
え
る
〜
歴
史
か
ら

読
み
解
く
神
奈
川
の
未
来
」
と
い
う
題
目
の
研
修
会

に
参
加
し
た
。そ
の
中
で「
２
０
３
８
年
ま
で
に
必
ず
、

南
海
ト
ラ
フ
に
関
わ
る
地
震
が
起
こ
る
」
と
あ
り
、

今
後
の
他
市
町
村
と
の
連
携
が
重
要
だ
。
防
災
協
定

締
結
推
進
へ
の
意
向
は
。

町
長
　
現
状
で
具
体
的
な
防
災
協
定
に
つ
い
て
、
予

定
は
な
い
。
協
定
に
つ
い
て
、
地
域
の
課
題
の
解
決

な
ど
、
効
果
が
町
民
に
還
元
さ
れ
る
取
り
組
み
が
実

現
で
き
る
か
、
地
勢
的
な
条
件
や
想
定
さ
れ
る
災
害

の
規
模
等
を
勘
案
し
た
上
で
検
討
し
て
い
く
。

問
　
先
方
か
ら
打
診
が
あ
っ
た
場
合
は
、
ど
の
よ
う

な
調
整
が
で
き
る
か
。

総
務
部
長
　
協
定
に
つ
い
て
は
、
支
援
の
内
容
も
さ

る
こ
と
な
が
ら
、
多
く
の
自
治
体
の
防
災
担
当
と
、

災
害
に
対
す
る
向
き
合
い
方
や
情
報
交
換
を
す
る
場

町
長想

定
さ
れ
る
災
害
の
規
模
等
を

　
勘
案
し
た
上
で
検
討
を
し
て
い
く

別
荘
税
の
導
入
は

学
校
整
備
の
位
置
づ
け

議会だより 第163号 令和８年１月31日発行

「
地
震
を
知
っ
て
震
災
に
備
え
る
〜

歴
史
か
ら
読
み
解
く
神
奈
川
の
未
来
〜
」

京
都
大
学
名
誉
教
授
・
元
京
都
大
学
総
長

尾
池
和
夫
氏

神
奈
川
の
大
地
・
地
震
を
知
っ
て
震
災
に
備
え
る
・

断
層
と
プ
レ
ー
ト
の
重
な
り
・
南
海
ト
ラ
フ
の
巨
大

地
震
・
２
０
３
８
年
の
予
測
・
安
全
と
安
心
の
関
係

な
ど
を
伺
い
ま
し
た
。

　
災
害
は
い
つ
ど
こ
で
起
こ
る
か
分
か
り
ま
せ
ん
。

だ
か
ら
こ
そ
、
正
し
く
恐
れ
る
こ
と
が
大
切
で
す
。

過
度
に
不
安
に
な
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
適
切

な
知
識
を
身
に
つ

け
、
日
頃
か
ら
備
え

て
お
く
こ
と
で
、
い

ざ
と
い
う
時
に
自
分

や
大
切
な
人
を
守
る

行
動
が
取
れ
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。
正
し

い
理
解
と
備
え
を
通

し
て
、
災
害
に
強
い

暮
ら
し
を
築
い
て
い

き
ま
し
ょ
う
。

　
議
長
　
土
佐
洋
子

町
村
議
会
議
員
研
修
会

町
村
議
会
議
員
研
修
会

令
和
７
年
11
月
21
日

箱
根
町
の
仙
石
原
文
化
セ
ン
タ
ー

研修会の様子

委
員
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レ
ポ
ー
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議
報
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つ
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寒さに強い品種「リスボン」

題
で
あ
る
が
、
人
口
に
関
し
て
は
独
自
推
計
も
考
え

て
い
く
な
ど
、
大
き
な
問
題
と
し
て
理
解
し
て
い
る
。

問
　
人
口
予
測
下
振
れ
の
ワ
ー
ス
ト
シ
ナ
リ
オ
に
も

対
応
で
き
る
よ
う
、
学
校
施
設
を
多
用
途
に
活
用
で

き
る
設
計
と
す
る
視
点
も
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
議
論
す
る
時
間
を
設
け
、
常
に
弾
力
的
な
動

き
が
で
き
る
よ
う
な
「
幅
」
を
持
ち
続
け
て
い
く
。

問
　
計
画
の
１
年
延
期
を
ど
の
よ
う
に
活
用
す
る
か
。

町
長
　
一
番
大
き
な
も
の
は
、
金
額
的
な
議
論
だ
。

教
育
部
長
　
空
間
の
活
用
か
ら
運
用
ま
で
検
討
す
る
。

　
　

問
　
年
末
年
始
に
長
期
間
ご
み
収
集
が
停
止
し
た
期

間
が
生
じ
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
臨
時
の
持
ち
込
み
処

分
を
継
続
す
る
上
で
の
基
準
に
つ
い
て
、
考
え
は
。

町
長

10
日
間
を
一
つ
の
基
準
と
し
、
対
応
し
て
い

く
。

問
　
町
民
生
活
に
寄
り
添
っ
た
対
応
を
求
め
た
い
が
。

町
長
　
職
員
負
担
と
町
民
理
解
を
考
慮
し
て
い
く
。

と
し
て
大
変
有
益
で
あ
る
。
他
自
治
体
と
の
つ
な
が

り
を
構
築
し
て
関
係
性
を
持
っ
て
い
く
の
も
必
要
で

あ
り
、
あ
り
が
た
い
話
だ
。

　
　

問
　
２
０
１
５
年
３
月
に
「『
レ
モ
ン
の
木
』
を
町

と
し
て
推
進
さ
せ
て
は
ど
う
か
」
と
の
一
般
質
問
で

「
検
討
す
る
」
と
の
答
弁
だ
っ
た
。
検
討
状
況
は
。

都
市
経
済
部
長
　
２
０
２
４
年
度
農
産
物
品
評
会
の

出
品
総
数
の
164
品
中
12
品
の
レ
モ
ン
出
品
が
あ
っ

た
。
レ
モ
ン
を
育
て
る
農
家
が
一
定
数
い
る
の
は
認

識
し
て
い
る
。

問
　
葉
山
の
気
候
に
適
し
た
品
種
は
「
リ
ス
ボ
ン
」

と
聞
い
て
い
る
。
質
問
か
ら
10
年
が
過
ぎ
、
新
品
種

の
レ
モ
ン
も
開
発
さ
れ
て
い
る
。
期
間
限
定
で
農
家

を
支
援
す
る
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て
は
ど
う
か
。

都
市
経
済
部
長
　
果
樹
等
、
農
作
物
全
般
な
の
で
、

農
協
と
協
議
す
る
。

そ
の
他
の
質
問
　
ふ
る
さ
と
納
税

ご
み
の
収
集
体
制

農
業
支
援

　
令
和
５
年
９
月
、
元
町
民
か
ら
提
訴
さ
れ
た
10
万

円
の
慰
謝
料
を
求
め
る
損
害
賠
償
請
求
事
件
は
、
６

年
12
月
に
鎌
倉
簡
易
裁
判
所
で
「
棄
却
」
の
判
決
が

出
さ
れ
ま
し
た
が
、
７
年
１
月
３
日
付
け
で
、
横
浜

地
方
裁
判
所
に
控
訴
状
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

　
８
月
20
日
に
判
決
の
言
い
渡
し
が
あ
り
、
第
一
審

に
引
き
続
き
、
第
二
審
で
も
棄
却
の
判
決
が
下
り
ま

し
た
。
７
年
10
月
の
上
告
期
限
ま
で
に
原
告
か
ら
の

上
告
が
な
く
、
本
件
訴
訟
は
終
結
と
な
り
ま
し
た
。
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年末年始のごみ持ち込みについて
(葉山町ホームページより)

●
令
和
8
年
度
に
お
け
る「
重
度
障
害
者
医
療
費
助
　

　
成
制
度
」の
継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

●
令
和
8
年
度
に
お
け
る
透
析
治
療
へ
の
通
院
困
難
　

　
者
に
対
す
る「
通
院
支
援
」の
継
続
に
つ
い
て
の
陳
情

　
令
和
7
年
10
月
よ
り
ガ
ソ
リ
ン
給
油
券
に
つ
い
て

は
月
10
ℓ
か
ら
月
1
5
0
0
円
に
変
更
し
、
タ
ク

シ
ー
券
も
月
1
2
0
0
円
か
ら
月
1
5
0
0
円
に
変

更
し
ま
し
た
。令
和
8
年
度
に
つ
い
て
も
、
7
年
度
と

同
様
に
予
算
要
求
を
行
い
ま
す
。

（
議
会
だ
よ
り
162
号
p
10
参
照
）
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町
長
行
政
報
告

気
に
な
る
陳
情
の
ゆ
く
え

〈
町
の
対
応
状
況
〉
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総務建設常任委員会
10月27日　長野県伊那市高遠町
国道361号線の無電柱化
　1985年９月に無電柱化推進委員会が勉強会を始め
ましたが、結論が出ないまま凍結。2014年９月に、
国土交通省・長野県との合同で議論が再開され、全区
間約600ｍ、埋設電柱は35本から36本をもって2023
年事業は終了しました。
　議論が再開された理由は、技術の進歩でコンデン
サーが小型化され、設置場所の確保が安易になったた
めとのことでした。

●葉山町でも防災や景観の観点からも推進す
べきと思います。

10月28日　山梨県山梨市
狭あい道路整備事業
　山梨市では、年間130件前後の新築案件があり、そ
の内４件程度の道路整備を毎年実施している。この事
業は国と県との事業で社会資本整備総合交付の活用で
補助率は50％でした。累計で59件、総距離1198ｍ、
年間予算480万円。

●葉山町でも、この事業開始に向けて準備中
とのことです。

委員長　荒井直彦

教育民生常任委員会 委員長　待寺真司

10月21日　長野県諏訪市役所
不登校対策
　公民館に市直営の「諏訪市フレンドリー教室（教育
支援センター）」を設置し、教員免許を持つ職員が常
駐し学習支援を行い、サポート職員も配置。月に１度
在籍校に学習内容や様子など報告し情報の共有を図っ
ていました。

諏訪地区学びの支援サポート（ネットワーク）
　諏訪圏域の３市２町１村で、不登校の児童・生徒や
保護者、不登校支援関係者がワンストップで情報にア
クセスできる「学びの支援サポートブック　よりそ
う」を協同作成し、学校関係者や民間支援団体などが
連携強化に取り組んでいました。

●葉山町でも、高校生の居場所づくりにも有
効となる教室の開設や、官民一体となり作成
したサポートブックを求めていかなくてはと
思いました。

無電柱化された国道361号線

ランチルーム楢川小中学校校舎

視 察 報 告

10月20日　長野県塩尻市
塩尻市立楢川小中学校（小中一貫義務教育学校）
特色ある教育　特産漆器産業の学習を通しキャリア教
育を実施。「木曽漆器祭」では、児童・生徒が販売を
行うなど、地域の文化の継承や、地域再生につなげて
いました。
学区外からの受け入れの現状と効果　小規模特認校制
度を採用し、区域外就学の効果として「学校内の多様
性や視野が広がる」との評価が、教職員や地域住民か
らも上がっていました。
学校見学　校舎は地元産木曽ヒノキを使用し、特にラ
ンチルームは誰もが快適に過ごせる空間が広がってい
ました。

●葉山町でも、新設予定校において素晴らし
い教育環境の整備、教育内容の充実を更に進
めていかなければと感じました。

ならかわ
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美浦村役場阿見町役場

「
町
民
と
の
会
議
」の
申
し
込
み
方

議会のライブ・録画中継は
スマートフォン、タブレット
でも視聴できます。

議会ホームページのトップの
Googleカレンダーから、
最新の議会日程が確認でき
ます。

録音版議会だより♬

議会だよりは音声データを作成
しています。ご希望の方は議会
事務局までご連絡
ください。

　
議
会
で
は「
議
会
報
告
会
」の
ほ
か
、
町
民
の
方
、
団
体
の
方
々
と

の
懇
談
の
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

　
詳
細
は
議
会
事
務
局
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
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２月定例会議は
２/９～３/19の予定です。

また、総括質問、一般質問は質問者数
によって日程が変動します。
詳しくは議会ホームページにてご確認
ください。

議案審議
２/９（月）　３/13（金）
総括質問
２/16（月）　２/17（火）
一般質問
３/16（月）　３/17（火）　３/18（水）
予算特別委員会
２/18（水）　２/19（木）　２/20（金）
２/24（火）　2/26（木）　３/２（月）
各常任委員会
３/３（火）　３/４（水）　３/５（木）
クリーンセンター再整備に関する特別委員会
３/６（金）
議会運営委員会
３/９（月）
スケジュールは変更になる可能性があります。

視察報告の詳細、各委員の所感は、議会ホームページをご覧ください。

議会広報・議会運営合同 議会広報常任委員会委員長　山田由美
議会運営委員会委員長　　　伊東圭介

10月16日　茨城県阿見町議会
あみ議会報告会＆交流会
　フリートークありで、意見交換を重視していまし
た。議会ツアーの形で、議場を会場にした時は好評
だったそうです。議員カフェや放課後カフェの話もあ
りました。町民からの意見は、各委員会で検討・精査
し、行政に提言していました。

議会モニター制度
当初は、応募者を集めるのに苦労したそうです。目

的を明確にすることが必要と学びました。

10月17日　茨城県美浦村議会
情報発信改革
タブレットを活用し作成したYouTubeの発信、デ

ザインに工夫をこらした紙面作りを行っていました。
議会報告会での行政に対する質問は、執行部から回答
状を出してもらっていました。

●今回の視察では「町民を惹きつける工夫」が
重要であると学びました。町民との協働という
理想の実現に向けて創意工夫していきます。

み　　ほ
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町民との会議のお知らせ
申し込み不要。フリートークでご意見をお聞かせください。

●第2回の締め切りは3月19日
 （164号発行は令和8年5月）
●町内在住・在勤・在学の方　
●一人3点まで
●第三者の著作権や肖像権を侵害
　しないもの

発行日の季節に合う写真や絵画を、広報委員会で
選考します。
詳細は議会ホームページをご覧ください。

「はやま議会だより」の
表紙写真・絵画（イラスト）募集！！
「はやま議会だより」の
表紙写真・絵画（イラスト）募集！！

議会主催

上 山 口 会 館　　山田・荒井・待寺・三浦　各議員
堀　内　会　館　　笠原・中村・石岡・星　　各議員
長　柄　会　館　　金崎・笹本・近藤・伊東　各議員

一色小新館301号室　　山田・荒井・待寺・三浦　各議員
木 古 庭 会 館　　笠原・中村・石岡・星　　各議員
下 山 口 会 館　　金崎・笹本・近藤・伊東　各議員

・土佐議長・窪田副議長は、いずれかの会場で参加します。
・荒天等により中止の場合は町のLINE等で通知します。
・駐車場には限りがございます。・堀内会館には暖房がありません。

令和８年２月７日（土） 10:00～11:30

令和８年２月14日（土） 10:00～11:30
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介
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受
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国政選挙の影響で直前の中止となり大変申し訳ございません。
次回の開催は決まり次第お知らせします。

開催中止


